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福岡市教育センター英語科，英語活動研究室
第４学年 英語活動指導案

１． 単元名 「もっと知ろう！友達や自分のこと 」。

２． 単元設定の理由
○こんな児童だから

1 10~20本学級の児童は，第 学年から学校裁量や総合的な学習の時間の中で，年間
時間ほどの英語活動を行ってきている。児童はこれまでに，簡単な挨拶や色，動物，
文房具，スポーツなどの単語を習得し，これらを使った簡単な会話もにも慣れ親しん
でいる。第 学年からの取組で，英語活動に対する関心は高く，児童の好きな教科の1
一つである。

の来校は学年によりばらつきがあるものの，低学年時は年間 時間程度，中学ALT 3
年時は 時間ほどである。 と一緒に遊んだり，給食を食べたりするのをとても15 ALT
楽しみにしている 「次はいつ来るの？」と聞いてくる児童もたくさんいる。。
このように， との関わりは楽しみにしているものの，クラスへの関心は日常的ALT

なものになりすぎていて 「知っているつもり」になっていることも多い。また，中，
には人間関係にも偏りのある児童もいて，決まった人とコミュニケーションをとるこ
とが多い。そこで，英語活動の時間を通して，いろいろな人とかかわり 「もっと相，
手のことを知りたい 「人と関わるのは楽しい」と感じるような活動を展開していく」
必要があると考えた。

資料：アンケート結果（数値は％ ））

～構成的グループエンカウンターの視点を取り入れたアンケート～

①自分のいいところを つあげられますか。3

。②自分のありたい職業や好きなことがはっきりとわかりますか

③同じ班の友達の好きなことや得意なことを知っていますか。

④ や友達のことを「もっと知りたい」と思いますか。ALT

⑤がんばったときに，家族や友達，先生にほめられたことがあ

りますか。

⑥自分のことが好きですか。

⑦自分の意見や考えを友達に言えますか。

⑧みんなで一緒に活動したり遊んだりするのが好きですか。

⑨友達と協力して活動できますか。

⑩友達の気持ちや考えに気づくことができていますか。
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構成的グループエンカウンターの視点を取り入れたアンケートによると，①②から自
分のことがまだよくわかっていない児童が ～ ％ほどいる。20 35
③では， 学級の約半数が同じ班の友達のことをあまり知らないという実態があり，

， 。④では 児童の約 ％が や友達のことを知りたいと願っているという傾向がある80 ALT
⑦では，約 ％の児童が意見が友達に言えないことがわかった。また，⑧⑨から，み25
んなで一緒に活動したり遊んだりすることが好きな児童の割合が多いことや自己主張が
苦手な児童も多くみられる。
「英語の授業が好きですか」に対して ％以上の児童「はい 「だいたいそう」と回95 」

答している。その理由としては
○知らなかった言葉や外国のことがわかるから
○ゲームや歌があるから
○英語で話すことが楽しい

などがあげられた。
「いいえ 「あまりそうでない」と回答した理由としては，」
○英語を読むことができないから
○ の言っていることがわからないことがあるからALT
などがあげられた。
このアンケートの結果から，自分自身のことがよくわかっていなかったり，自分の

好きなことやいいところを挙げられない児童の実態が明らかになった。また， やALT
友達の好きなこと・得意なことをもっと知りたいと思いつつも，実際はあまり知らな
いという実態が伺える。また，⑧⑨の結果からみんなと一緒に活動したり，協力する
ような信頼体験が好きな児童が多いが，自分の意見や考えを十分に伝えることができ
ない実態も明らかになった。
そこで，多くの児童が楽しみにしている英語活動に，集団内でのコミュニケーショ

ン作りに有効である構成的エンカウンターの要素を取り入れ，友達と一緒に活動しな
がら， や友達のことを知るという他者理解の要素を取り入れた活動を工夫していALT
く必要がある。また，そのことによって，人とのかかわりを楽しむことにつながって
いくのではないかと考えた。

○エンカウンターの要素を取り入れた英語活動とは
エンカウンターの要素を取り入れた英語活動とは，英語を通して，エンカウンター

のエクササイズのねらい（自己理解，他者理解，自己受容，自己主張，信頼体験，感
受性）を取り入れたり，シェアリングを行ったりする活動のことである。

， ，本単元では 自分のよさや友達との違いについて理解を深めることをねらいとして
英語活動の中に，構成的グループエンカウンターの要素を取り入れていく。
まず 時間目は信頼体験の促進に関するエクササイズを取り入れる。児童同士がだ1

れとでもコミュニケーションがとれるような雰囲気づくりをしていく。そして児童も
相手に興味をもち 「へぇそうなんだ」と思うようにしていきたい。グループで協力，
して行うことで，信頼体験ができると考えられる。

時間目は，感受性を高めるエクササイズで，グループになり， がお題（顔の2 ALT
パーツ）を出していく。パーツごとに用紙が隣に回され，グループ全員がいろいろな
パーツを描いて仕上げていく。これは，相手の顔をじっくり見るということを大事に
し，一人一人の顔が違っていることを感じてもらいたい。そして 「それぞれ違いが，
あるから楽しいな 「見ていると楽しいな」と相手に関心をもたせるようにしていき」
たいと考える。

～ 時間目は，自己理解・自己表現・他者理解を促すエクササイズに取り組んで3 4
いく 「な～るほど５」では，自分のことを見つめることや，それを表現することを。
大切にしていきたい。また，他の人と同じところ・違うところを知ることで，友達の
新しい発見ができるのではないかと考える。また，簡単な英語で表現できるところは
積極的に用いるように促す。どうしてそうなったのかなどの理由を述べるときには，
十分に伝わるように日本語を使ってもいいようにする。
このようにして，構成的グループエンカウンターの要素を取り入れた英語活動を積

み重ねることにより，自然な形でコミュニケーションを体験させ，自己表現力や自己
理解，他者理解を深めたい。

３．単元目標
○ 今までに習った英語の表現を使って自分のことを伝えたり，ＡＬＴや友達の話を
聞いたりして，相手のこと知ろうとする意欲を高める。

○ ＡＬＴや友達と積極的にコミュニケーションを図ろうとする。
○ お互いの共通点や相違点に気付き，ＡＬＴや友達とのかかわりをたのしむ。
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４．単元計画
時 ねらい 主な活動 言語材料

apple,orange,melon,grape・みんなで協 力してで 「協力して伝えよう」 ・
monkey,lion,rabbit,catきるという体 験するこ ○ステレオゲーム ・

1 4 baseball,basketball,１ とで人間関係を深める 前に グループ（ 人）が出て， ・。
・非言語での コミュニ 一斉に英単語を言う。グループで …volleyball,swimming
ケーションを体験する 協力して何を言っているのかを当。

red,blue,yellow,green・さまざまな 英語の単 てる。 ・
star,triangle,circle,heart...語に親しむ。 ○「わたしはどのグループ？」 ・

額に貼ったシールの色や模様を非
言語で伝え合い，グループをつく

（信頼体験） る。
ALT eyes,nose,ears,mouth,faceline,・ の説明を聞いて 「相手のことをじっくり見つめて，

eyeblow,hair,共同絵画の題 材の言い みよう」
方に親しむ。 ○共同絵画
・友達の顔を よく観察 の説明から必ず描くものを聞2 ALT
し，それぞれ 違うのあ き取る。題材の言い方に親しむ。
ることに気付く。 グループでパーツごとに交代しな
（感受性） がら 枚の絵を描く。グループの1

時間がきたら，描いているときの
気持ちやできあがった絵について
班ごとに話し合う。

ALT I like~.・自分ことや や友 「みんなちがってみんないい」
My favorite is~.３ 達のことをよ く知ろう ○友達，なあるほど５ ○○

とする。 ・自分の好きな物（こと）を伝
自己理解・他者理解 えたり や同じ班の友達の（ ） ALT

ことを知る。
・簡単な英語 を聞いた 「自分のいいところ発見！」 得意なことなど（掃除
り言ったりし て友達を ○印象ゲーム が上手なのは？字がきIt's you!
かかわることを通して がテーマに沿って選択肢を提 れいなのは？ドッチボ４ ，ALT
自分のよさを発見する 示し，それぞれに最もあてはまる ー ル が 得 意 な の は ？（ ）本時 。

友達を班の中から選ぶ。 …）他にも家族，将来
自己理解・自己表現 選ばれた児童は どの理由を尋ね の職業，教科など。（ ） ， ，

日本語で説明してもらう。
感想や発見をシェアリングしても
らう。

５．本時 平成 年 月 日（火） ５校時 ４年○組教室にて20 10 14

６．本時指導の考え方
本学級の児童は，前時までの活動で，英語での自己紹介の仕方や自分の好きなスポ
ーツ，食べ物などの言い方に慣れ親しんでいる。また，エンカウンターの要素を取

。 「 」 「 」り入れた活動も行っている 第１時では ステレオゲーム や 私はどのグループ？
など信頼体験のエクササイズを行っている。第２時では 「共同絵画」で友達のこ，
とをじっくり観察し，一人一人顔の形やパーツが違うことに気付く活動を行ってい
る。第３時では，エクササイズ「友達，なあるほど５」という活動を通して，自分

（ ） ， ，の好きな物 こと を伝えたり や同じ班の友達のことを聞いたりするなかでALT
友達から見た自分や 友達のことを知る体験を行っている。ALT,
本時の活動では，エクササイズ「印象ゲーム 」の活動を通して，友達の印It's you!

象を伝えたり，自分の印象について理解したりすることがねらいである。
そこで，まず，４～５人グループを作り， が紹介した選択肢を聞いたり繰りALT

返したりしながら，それぞれの印象にあてはまる友達を考える。次に 「班の中で，
」「 」 ，「 」字が丁寧な人は？ 掃除が上手な人は？ などという の問いに対してALT It's you!

と言いながら友達を指す。指された児童は，指してくれた児童に「 」と理Why,Kaori?
由を尋ねる。尋ねられた児童は 「 」と理由を言う。ここでは，英語での理， Because~
由は難しいため，日本語で話してもよいこととする。
シェアリングでは，自分の印象に対する新たな気付きや，友達に言われてうれし

かったことを中心に話し合うようにする。
これらの活動を通して，自分のよさを再発見し，自己理解を深めるとともに自尊

感情を高めていきたい。また，他の人のよさやその理由を考えることにより，他者
への関心も高め，人間関係づくりのきっかけとしていきたいと考える。

７．本時の目標
○ 簡単な英語を聞いたり言ったりしながら友達と関わる活動を通して，自分のよさ
や他の人のよさを発見する。

８．準備
教師：児童の顔写真カード・掲示用カード（質問に合うもの）ワークシート
児童：筆記用具
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９．展開

活動内容 指導上の留意点時間 教師の支援
HRT ALT

3 Greeting Let's say "Hello" to Hello,everyone.１
. How are you?○○

5 Warm up２
○サイコロあいさつゲーム ・ ジ ェ ス チ ャ ー や スToday's partner is Let's go!～
２つのサイコロ（ つは挨拶 キ ン シ ッ プ を 取 り 入1
の相手， つは挨拶の方法） れ た 挨 拶 を 行 い ， 緊1 The way to greet is
を 教 師 が ふ り ， 出 た 目 に 合 張をほぐす。～
わせて友達と挨拶する。

25 Activity３

( )本時のめあてをつかむ。 ・ 活 動 の ね ら い と ル1 Today's aim is ～
ー ル に つ い て 簡 潔 に
説明をする。

ク ラ ス 全 員 を 対 象・
( )「印象ゲーム 」を に と指さし、2 It's you! Let's play a game. "It's you!"
する。 の言I'll show you how. "Why?" "Because"
①全体で ① ① い方も紹介しながら、
・ の質問をよく聞く。 ○○ ゲ ー ム の 見 通 し を もALT Listen to . Who is the tallest?
・ 一 番 当 て は ま る 友 達 を 一 人 たせる。Choose one friend in Who is the best

this class, and point English speaker?選び と言いながら指さ"It's you"
す。 ・ の質問の意味をhim saying "It's you". ALT

② 推 測 で き る よ う に 、
②班の友達と ② 絵 カ ー ド を 参 考 に さ"Who is good ...?"
・①と同様の流れ せる。Choose one friend 1 running

exept you. 2 writing
・ 班 内 で 番 号 を つ け3 reading books
ておき， 番の児童か4 cleaning 1
ら 順 に ， カ ー ド を 置5 helping
い た 友 達 に 理 由 を 尋6 studying
ねさせる。

③ 班 の 友 達 か ら 選 ん だ 理 由 ③
も伝えてもらう。 ③ ・ 理 由 を 伝 え る と き・ occupation of the
・ の質問をよく聞く。 は ， 友 達 の 良 い 面 とALT Put your name card future
・ 一 番 当 て は ま る 友 達 を 一 人 結 び つ け て 伝 え さ せon his desk saying 1 athlete
選び と言いながらネー る。"It's you" "It's you". 2 manga artist

When you were put a 3 flower shopムカードを置く。
・ 班 の 番 号 ① の 児 童 か ら 順 に ○○ ・ 事 前 ア ン ケ ー ト をcard, ask "Why worker
カ ー ド を 置 い た 友 達 に 対 し て も と に ， あ て は ま ら?" 4 inventor

○○ と尋ねる。 な い 児 童 が 出 な い よ"Why ?" When you were 5 teacher
・ 尋 ね ら れ た 児 童 は うに配慮する。"Because..." a s k e d , a n s w e r 6 actor, comedian

"Because...". singerを使って答える。
7prime minister・ 区 切 り の 合 図 が 聞 こ え た ら

次の質問を聞く。
character・

1 energetic
2 kind
3 know a lot
4 funny

ワ ー ク シ ー ト の 簡5 leadership ・
単 な 質 問 に 答 え る 。5 Reflection Sharing Did you find your４ （ ）

( )今日の感想や発見を発表す 自 分 が 言 っ て も ら っ1 good point?
る。 た項目に○をつける。
・ 自 分 の ど ん な よ さ が 発 見 で ・ 友 達 に 言 わ れ て わHow did you feel
きたか。 か っ た 自 分 の 新 た なw h e n yo u w e r e
・ 友 達 か ら 選 ん で も ら っ て ど 一 面 や よ さ に つ い てpointed?
う感じたか。 何人か発表させる。

That's all for today.
2 Closing Let's say "Thank See you!５

you" and "goodbye"
○○ ワ ー ク シ ー ト に 感to . ・

詳しい感想を書く。 想を記入させる。5 ６

印象ゲーム をして 自分のよさを発見しよう！「 」 、It's you!


